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１．地区の概要
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高浜町は、1975年に宅地造成が完成し、1979
年に「芦屋浜シーサイドタウン」として高層住宅が建
設されました。その後、2007年には芦屋浜シーサイ
ドタウン南側の高浜用地の宅地造成工事が完了し、
「芦屋高浜松韻の街」として５月から分譲を開始して
います
1995年の阪神大震災の際には、高浜町一帯は液
状化が起き、倒壊家屋は少なかったものの、傾いた
戸建住宅も多く、高層住宅の居住者の多くは、避難
所に一時避難を余儀なくされていました
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津波を伴わない直下型地震発災時は、
「家屋倒壊」「火災」等の被害が想定されるた
め、発災後、浜風小学校区の住民組織が協力し、
スムーズに避難所を開設・運営出来る組織づく
りを行います

今年度は直下型地震発災時の避難所開設・運営
に焦点を当て、浜風小学校区全体での取り組みと
して、住民組織が連携し、自主的に開設・運営可
能とするチーム作りを目指します
校区居住者数が7,000人を超えていますが、
浜風小学校体育館の収容定員は320名と居住者
人口の約4％程度しかなく、避難所を被災者の仮
住まいではなく、在宅避難を前提とした情報発信
基地として活用すべく協議会で検討中です

1.1 地区防災計画の目的
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1.2 地区の被害想定と情報収集

震災発生時の震度と被害の規模は、気象庁
の速報などを情報媒体で確認する。
- ひょうご防災ネット(アプリ版及びメール版)
- Facebook 芦屋市防災情報
- X 芦屋市防災情報、
- 芦屋市防災行政無線システム
- 緊急告知ラジオ
- J:COM緊急放送
- 緊急速報メール(エリアメール)
- 全国瞬時警報システム(J-ALERT)

阪神大震災同様の直下型地震は、日本列島が位
置する大陸のプレートの下に、海洋プレートの
フィリピン海プレートが南側から沈み込んでいる
場所で発生するスロースリップにより引き起こさ
れる可能性が高いといわれております
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２． 浜風小学校の防災設備

大規模災害発災時、浜風小学校区が避難所
となります。

2.1 門扉鍵ボックス(防災BOX)の自動開錠
震度5弱以上の揺れを感知すると、浜風小学
校正門横・鍵ボックスが自動開錠し、防災
倉庫、体育館の鍵を取出す事が可能となり
ます

2.2 防災倉庫
南門付近に浜風小学校防災倉庫が設置され
ており、体育館への電源供給、耐震貯水槽
からの飲料水汲み上げに必要な資機材の他
小型発電機(カセットガス式)などを備蓄して
います

2.3 体育館設備
体育館への電源供給可能な発電機(ガソリン
式)を準備しています。大規模災害で付近一
帯が停電しても、数時間はこの発電機で体
育館への電源供給が可能です
また、体育館内に市役所との連絡をとるた
めの特設優先電話が設置出来るため、
浜風小学校と市役所の通話が可能です
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２． 浜風小学校の防災設備-2

2.4  一般教室
学校教職員・行政職員が来るまで、各教室
や廊下に繋がるシャッターの開錠は出来ま
せん
教職員の到着を待ち、各機能を持つ教室を
順次開放出来るよう仕組み作りが必要です

2.5 耐震性貯水槽
断水時の水圧の低下により送水管が遮断さ
れ送水管が100t（10万リットル）の地下
貯水槽となり飲料水が確保出来ます
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3． 浜風小学校配置図
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4． 浜風小学校区の人口と収容定員

シーサイド東地区《浜風小学校区》の人口
7,034人

浜風小学校・体育館の避難者収容者数
320人(4.5%)

町名 0－19歳 20－59歳 60歳以上 人口合計 世帯数

新浜町 225 637 601 1,463 628

浜風町 173 482 584 1,239 572

高浜町 586 1,857 1,889 4,332 2,274

シーサイド東地区 984 2,976 3,074 7,034 3,474

若葉町 265 1,096 1,148 2,509 1,412

緑町 171 506 885 1,562 751

潮見町 134 364 552 1,050 507

陽光町 383 862 996 2,241 1,213

シーサイド西地区 953 2,828 3,581 7,362 3,883

合計 1,937 5,804 6,655 14,396 7,357
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5．浜風小学校区避難所開設・運営協議会設立

5.1 設立の趣旨
大規模災害が発生する時間帯は教職員の勤務時
間帯に限りません
（教職員の在校時間は限られています）

大規模災害発生時に近隣住民が避難所を迅速か
つ円滑に立ち上げることを目的とし、関係各団
体及び校区住民による協議会を立上げました

浜風小学校区には7,000人以上の方が住んで
おりますが、体育館の収容定員は320名、
頑張って詰め込んでも1,500人くらいが限界
と想定しています

避難所を情報拠点として浜風小学校区の住民
全員が有効活用できる仕組みを狙っています

5.2 参加団体
浜風小学校、芦屋市防災安全課、芦屋市防災士
の会、浜風コミスク、芦屋浜自治連合会、
浜風小学校区各自治会・管理組合・自主防災会、
浜風福祉委員会、浜風小学校区住民有志



5.3 避難所の機能

【避難所の機能】
災害が発生した時に、住居が被害を受け居住
の場を失った人や避難指示などが発令された場

     合に、避難所緊急避難の必要がある人を収容す
     る市指定の学校等の建物のことをいいます。

浜風小学校区では、校区内の住民の大部分を
収容することが出来ないことを前提に、在宅
避難者のための情報拠点として避難所を活用
することを目指したいと考えました

在宅住民のための情報拠点として機能させるた
     めに、大規模災害発災直後から、情報拠点とし
     ての在り方を視野に入れたチーム作りを行いた
     いと考え、浜風小学校避難所開設・運営マニュ
     アル作りの前に、浜風小学校の避難所の機能・
     役割を明確にすることを考えました
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5.4 避難所に必要な役割

浜風小学校に開設する避難所に必要な役割として
以下の項目をリストアップしました
（今後も改善を加えて行きます）

① 本部：各担当の振り分け、避難所に設置する
                 特設公衆電話で 市役所に避難所の状況
                を報告
                 避難所避難者数・在宅避難者数・支援物
                 資必要量の報告と支援援物資スケジュー
                 ルの調整など地区全体の情報を取りまと
                 め市役所と情報を共有

② 受付：避難者・在宅避難者を受付登録、名簿作
                 成&管理

小学校内・避難場所の割振、在宅避難へ
                  の誘導と情報掲示板の案内

③ 誘導：避難者を②で割振った場所へ案内
避難民の車の乗り入れ禁止を案内

④ 救護：病人・怪我人の隔離・サポート
要介護避難者のサポート

⑤ 衛生：トイレの使用可否とゴミ捨場の案内
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5.4-2 避難所に必要な役割

⑥ 設備：防災倉庫内の資機材の使用準備
体育館及び校舎の自家発電装置の運転
耐震性貯水槽からの飲料水汲上

⑦ 物資：支援物資の配達情報に基づき、荷下ろし
                及び保管
                場所の確保と配布

⑧ 広報：市役所などから入る情報を一元化し、
                 掲示板への掲示と、SNSによる発信など
                を利用て地域住民に告知

マスコミからの問合せに、タイムリーで
                  正確な情報発信

⑨ 警備：夜間避難所周辺の警備
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6． マニュアルの整備
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浜風小学校避難所開設・運営マニュアルの作成

【マニュアル作成の目的】
・大規模災害発災時に、駆けつけた地域住民への
避難所開設手順を明記することで初動を助けます

【作成スケジュール】
・浜風小学校区の課題を踏まえ、避難所開設時に
必要な資機材の準備を同時に進め、マニュアル
整備を令和7年度末の完成を目指します



7． 地区防災計画の運用
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（１）防災訓練の実施
マニュアル作成を視野に入れ、防災訓練で抽出した
課題に取組みます

【防災訓練の目的】

・地域合同で実施することで、人的交流を図ります
・防災倉庫備蓄品の資機材を確認します
・小学校門扉開錠、体育館電源接続、防災資機材、
地下貯水槽からの汲上、AED装置使用法など有
事の際に必要な資機材の熟練度を図ります
・HUGゲーム実施により、避難所開設時の課題に
取組みます

【実施スケジュール】

・小学校開錠～発電機接続、地下所水槽汲み出し
訓練を年度内3回程度の実施を目指します
・ＡＥＤ使用訓練を年度内3回程度の実施を目指し
ます
・ＨＵＧゲームの実施を年度内3回程度の実施を目
指します
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（2）自治会・管理組合・自主防災会の連携

浜風小学校区の各管理組合・自治会・自主防災会
と連携し、大規模災害発災時の在宅避難状況等を
浜風小学校避難所にタイムリーに報告できる体制
作りを提案しております

（３）計画の検証と見直し

【計画の改善】

防災訓練、HUGゲーム等の結果を踏まえ、定期的
に検証・見直しを行います
検証・見直しは、浜風小学校避難所開設運営協議
会で行う事とします

計画内容を地域住民が理解できるために情報発
信します
計画は、地域住民全員が、だれでも同じような行
動ができるようになることを目指します
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